
八女市

介護保険事業の運営状況
～地域包括ケア「見える化」システム等による～
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１．人口の推移

○国立社会保障・人口問題研究所の推計に

よると、本市の総人口は年々減少する見

通し。

○生産年齢人口割合（15 歳～65 歳未満）

は 2020 年の 51.1％から 2040 年には

47％にまで減少するのに対し、65 歳以

上の高齢化率は 2020 年の 36.4％から

2040 年には 43.3％にまで上昇すること

が予想される。

○2040 年の高齢化率は、県内では 28保険

者中 4番目に高くなることが推計されて

いる。（※国勢調査人口を基にした推計値）
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２．要介護認定者数、認定率の推移

○要介護・要支援認定者数は、令和 6

年 10月末時点で 4,177 人。

○認定率は、令和 6年 10月末時点で

は 19.2％で国や県に比べ低く、県

内では 28 保険者中 9番目に高い。
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○令和 6 年 10 月末時点の認定率を

全国や福岡県、近隣自治体と比較

すると久留米市より低く、筑後市

やみやま市より高い。
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○令和 5年の調整済み認定率の分布をみると、全国や福岡県、久留米市に比べ軽度認定率、重度認定率ともに低い。

○筑後市とみやま市に比べ、軽度認定率は低いものの、重度認定率はやや高い。
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３．介護費用額の推移

○介護保険の費用額は増加基調

となっており、令和 5 年度

(R6/2 月サービス提供分ま

で）は 75 億 5千万円で、平成

28 年度からの 7 年間で約

1.12 倍に増加。

○令和 6 年８月末時点の第１号

被保険者１人１月あたりの費

用額は、県内では 28 保険者中

４番目に高い。

○令和６年度の費用額の内訳を

みると、在宅サービスの割合

が 48.8％で最も高い。
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４．計画値に対する実績の検証
※対計画比の数値の色は以下を表しています。青字：90%を下回っている 赤字：110%を超えている

○第８期の実績値の対計画比については、第１号被保険者数、要介護認定者数、要介護認定率は、ほぼ計画値と同程度である。

○総給付費については、施設サービスは計画値に対して実績値がやや低いが、差は 10％以内。居宅系・在宅サービスはほぼ計画と同程度である。

〇第１号被保険者１人あたり給付費は、計画値に対して実績値がやや低いが、差は 10％以内。
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（１）サービス別詳細（サービス利用者数）

○第８期実績値の対計画比が 110％を超えているものは、９サービスで特に訪問入浴介護は 162.9％と高い。対計画比が 90％を下回っているのは、5サービ

スで介護医療院が 75.9％と低い。
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（２）サービス別詳細（給付費）

○第８期実績値の対計画比が 110％を超えているものは、訪問入浴介護の１サービス。90％を下回っているものは 3サービスで介護医療院が 72.1％と低い。


